









編 集 後 記
「:灘撚 糠 翻覧灘 野2撫毒灘
オ りジナル尊重の精神があって、本誌刊行 の原動力となってい ます。本41号 に も、 オ リ
ジナルな観点、 自分 の経験 にも とつ く工夫、成程と思 わせ るアイデ ィアが随所 に盛 られて
ξ います。 今後とも創意に満 ちた阪大オ リジナ ルの原稿を寄せ、 この編 集方針を盛 り立てて
こ
頂 きたい と思います。 阪大外 の読者の方 々に もこの方針はよろこんで頂ける もの と考えま
す。 ....～
ところで低温実験室で はときた まガラスデ ュワーが割れます。 そρ ときエン トロ ピーは
増大するで し ようか。無 秩序に散乱 したガ ラス片を思 いうかべて、エン トロ ピーは増大す
ると考え る方 もあるで しよう々1・事実上エ ン トロピーは増え鮒 ん しか し事故のあ と新
しいデ ュワーを作 る段階で重要なエ ン トロ ピー変化が起ります。す なわち、原材料か らデ
ュワー にいた る工 程で生成するエン トロ ピーです。最近 出た 「エ ン トロピーの法則」なる
縦書きの書物 は、 この種のエ ン トロ ピー増大を出来 るだけ小 さくおさえ ることで公害、 エ
ネルギー問題、資源問題等々の解決をはかるべきだと説 いてい ます。 その当否は別に して
一般向書物の表題 に現れたエン トロピーが エネルギ.「と同様 の親 しい存在になれるか どう
か、日頃エン トロ ピー測定にたず さわるひとりとして興味深 ぐ注 目 して います。.1"
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表 紙:ペ テロ接合界面の2次 元電子ガス.(本文9ペ ー.ジ参照)
